













































松 隈 純 滋
生体の重要な有機構成成分は,糖質,脂質,そして蛋白質の三つに大別される｡しかし,こ
れら三大栄養素の持つ生体における意義を考えると蛋白質だけは特殊な立場にある｡糖質,脂
質は身体の構成成分としての働きを持っが,本来の目的は,酸素と結合しエネルギーを発生さ
せることである｡蛋白質は,身体のうちで行われる様々な化学反応の進行,調整を行い,さら
に異物に対する防御反応,運動,自己複製といった全ての生命の維持発展に不可欠の要素であ
る｡筋肉にはアクチン,ミオシンという蛋白質が存在し,健,真皮,骨,及び軟骨には,コラ
ーゲンという繊維状の蛋白質が含まれ,毛髪,表皮にはケラチンという硬い蛋白質が含まれて
いる｡蛋白質一分子は,20数種のアミノ酸が一本の鎖状に結合したものであり,蛋白質の種
類によりそのアミノ酸配列は異なっている｡そして,その立体構造はそれぞれの蛋白質に特有
のものとなっている｡消化酵素やホルモンも蛋白質である｡結合したアミノ酸の数が比較的少
ないため,一般的に立体構造は球状をしている｡球状蛋白質の立体構造の細部を眺めてみると,
その機能と立体構造の相関が浮かび上がってくる｡蛋白質の立体構造を知ることは,蛋白質の
機能発現のメカニズムを探るための大きな助けとなる｡
ここ数年の間に,NMRを用いて蛋白質の溶液中の立体構造を決定できるようになってきた｡
それまでは,Ⅹ線結晶解析法が唯一の立体構造決定法であった｡NMRから得られる蛋白質分
子中の原子間の距離の情報を基に立体構造を計算するアルゴリズムは distancegeometry法
と呼ばれ,様々な方法が考え出されている.その中で最も成果をあげているのは郷-BraGnに
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